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被害に遭わないために…
□ 会社内（関係者間）で同手口の情報共有を図る
□ 信用できる関係機関からの紹介であっても、怪しいと感じたら、自分
で調べた正規の連絡先に確認をとる

など、被害に遭わない対策を行ってください。

県内において、病院関係者をかたって虚偽の建物改修工事など
を依頼し、その過程で金銭をだまし取る詐欺の相談が相次いでい
ます。
（概要）
①犯人（病院関係者をかたる）から不動産会社へ電話
「外壁工事（改修）の業者を紹介して欲しい。」

②不動産会社が業者へ連絡
「病院から改修依頼を受けた。関係者と連絡を取って欲しい。」
と連絡し、ニセ院長（犯人）の携帯電話番号を教示。
⇒不動産会社からの紹介ということで、受託業者は信用して
しまう

③受託業者が犯人と連絡をとる
打ち合わせの過程で、「Ａ社を通じてＢ社から抗菌スプレーを購
入していたが、Ｂ社がなくなったのでＡ社と交渉してスプレーを購
入しないか」との話が出る。
この話に不審感を抱いた相談者が、実際に病院に確認をしたと
ころ、「そのような依頼はしていない」との回答であったことから、
詐欺電話であることが発覚した。

犯人は、一旦、不動産会社を仲介させるなど巧妙な手口
をとっており、このまま話をすすめていくと、『必要な備品や
契約のためと称して商品の代理購入を持ちかけ金銭をだ
ましとる詐欺』へ発展します。
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